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　　　　　　　　　　緒　　言　　　　　　　　　　　　報轡する。

鋤棚こ温暖でゃ報畳潤な鱒ll剛艀らう作物で，わが圃　　　　　　　雲験材料及び方油

では火分・熊本・静岡などが三i｛灘地で鵡る。しかし，庭　　　　供試iil£麻il’III種は従来当学部濃場において｝哉培してきゾ1二

作罎あるため緯度ll縫」にはかなり広範口llにlll受培が可倉［ヨであ　　　青慮種で：li）る。

る。その描種遡期は大伸5月下旬一611上旬まいC，採種　　　　播種期N：1952｛1葬3二5月9「1（Kl）より10－iilヨおきに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）
【三1的の場舎に｝霊これよりややF・i’1口がよいとさ才tている。　　　6月19【≡1（Kゆまで5圓，ユ953年は5月20日（∫1）から

ところが信州大掌繊維学部噸iil場（畏野鼎」二旧南）で肱　　　2週間おきに71」15日（∫r，）雪三でS回とした。

これ豪での栽培継験からすれば，5月中旬及びそれ以前　　　　播種並鳳普1醐1驚培に比してやや鷹摺とし，瞬1幅1尺の

の播種でPオニ発穿が極めて不良で，その後の坐育も悪く，　　　条播とし，発芽1週閻後より適1嚇礫1三部のllll引を行つて

また播樋をそれより礫らすと発穿婦：よくなるが，年によ　　　生育¢，均一化詮図り’磯後｝霊株閥諸輌i勺3寸とした。中耕，

つて昧生育遜延による採種不能のことも起る、、事爽1951　　除凄1覧及び：1：富などの諮作叢幡：；闘1寺行つた。

銀には完熟種子が卿難できなかつた。これ橘允来上田地　　　ll磁料鳳金部甚肥どして反当1流安9貫’過燐酸石灰S跳

方が特に夏季比較的降水鑓少く過乾による姫膏不良と，　　　硫酸加毘3殿の割に施した。

秋畢低温の早来など，黄麻の栽培には不適な気傑条件に　　　　試験区の設定は5屡制のラテソ方絡法により1区の面

よるものと思われる。そこで，私たちほ，黄麻の安全に　　　積鳳1坪とした。

採種のできる播種期を決定する必要から1952－3年の両　　　　発芽及び開花結拠状況の調齋綜試験区金イ・1くにっいて，

銀，黄麻の採種と播種期との関係を明にする目的で，播　　　生費調査は1952年口12遡閥目毎に1953年旧二蒼週毎に1区

種期別の栽培試験を爽施した。とこにその結果の概要を　　　訓20個イ’1‘つつについて行つた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　第1表　各播種期刷の黄麻の発芽状況

鞭区男唄　囎　』餐芽習　醤芽轡　饗轟耳　　蠣勇藻謎

一｛1
K　　　　！　　　　5　　　　　　　　　　5．16　　　　　　　　；fく壌」　　　　　　　　　　7　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　，9　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　図　　　　　　　　　不．翼口

　　5．19　　　　　　　　5．25　　　　　　　　　5．31　　　　　　　　　　　6　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ2

　　5．29　　　　　　　　6．　3　　　　　　　　　6。10　　　　　　　　　　　　5　　　　　　　　　　　　　　　　　　12

　　「6，　8　　　　　　　6，12　　　　　　　　6，1ヰ　　　　　　　　　　4　　　　　　　　　　　　　　　　　6

1噛 @　6．19　　　　　　　6，23　　　　　　　　6．26　　　　　　　　　　4　　　　　　　　　　　　　　　　7

5，20　　　　　　　　5，28　　　　　　　　　6，　4　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　　　　　　　　　15

6．　3　　　　　　　6，　7　　　　　　　　6．11　　　　　　　　　　4　　　　　　　　　　　　　　　　8

6．17　　　　　　　6．20　　　　　　　　6。23　　　　　　　　　　3　　　　　　　　　　　　　　　　6

7。1　　　7，5　　　 7．7　　　　 4　　　　　　　 6
7，IS　　　　　　　7．19　　　　　　　7．21　　，　　　　　　　4　　　　　　　　　　　　　　　6

＊　本報告の大要は第103回日本作物学会において発　　　　＊＊　個州大学繊維学部｛乍物学研究窺

　　表した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊＊＊山i梨衆農業試験揚園芸分室
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　　　　　　　　試験結果　　　　　　通蜻の蹴る鯛剛つてもゐτお1：脚li撒油・j蔓が1予

・翻・況・舗期別醐状沙己翻炎耐鵬
諱C幽、畑53）

通りである。

発芽讃謄並びに観察の結果VLe綜含づ乃と，5月禰の　　18°，

ものほ発芽が懸くかつ不斉で6月以降播種のものに比し

て発芽揃までに約2倍に近い日数を要する。殊にユ952年　　　　」60

の第1圓播種のもの博溌芽が極めて不爬不斉で発穿揃の

日を決定できなかつた。6ノ扱0ζ7月播種のもの醗穿　　1ad・

が早く，しかもt’irm一であつた。

　要するに，発芽状況から見ると聴に繊維をレ1的とする　　　　a20，

栽；培では，5月播種鳳不利であつて，6月播種が適当と

思われる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100

　2　生育状況：播樋期別黄麻の4［三育状況比較1窟鳶と1・

で鞘：丈調査によつて行つた。1952i關；6月18日からe・Xtif’　　　80

2週間ごとに10月22日までに10回，1953年に敵7月8日

以峰斎遡毎にユ5～i2囲行つた。その儲果は粥1図及び第　　　　co

2図の如くである。

殉

簗1図卓丈（19S2）　　　　　　　　　4°

．　　　　　　ノづ声づ　　　，。
－　　　　　　　　　　　　　　　　v－．N　t「’＝　：一；Ld：　tt諺〆塑プ

　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じロ1

　　　　　o
　　　　8　　2　　1fi　　30　　14　　27　　11　　L・1　　S
　　　　・￥i　　　　、趾　　　　　　IR　　　　　tX　　　x

　蹴丈調査の結果によれば、普通黄麻の播種適期とされ　　　　5月

でいるS月下旬以前の播種のもの醸生育が遅くかつ不薄　　　6月

で，そPt以後播種のものに比して，既に生育初期か騨：　7月

丈が低くしかもイ帳馴湖も早い。5肝旬」揃の襯薦　8月

のもの眺育が剤かつ速かで，顯期の麗いものほど　9月

髄度の伸趾示し6月半職及び7脳種のもの｝濾　1°些

平均気澁　　　口照時数　　　　降水鰍

　t　　’v－．　　　－　　　　　，52孟F，53∠｝i二　　，52毎二　，53・勾三　　　，52：肇｛二　，53，｛li

M，7　14．8　250．5　24・2．6　　79．3　　88．7

19．〔｝　重9，0　　258，7　　134，8　　186，3　　1S2．1

22．8　　22．i　　185．4　　164・．8　　257．2　　211．1

24，6　　22．5　　267，3　　142．1　　　69，鮮　　129．5

19，8　　19．2　　168，5　　158，9　　157．2　　219，9

13．1　　12．9　　192．1　209，1　　60．7　　S9．⑪
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　なお，ll父概i物について草丈及び有効茎長を調脊した結　　　｝

果を見ると第3－W’の如くである。

　　　　　第3表牧穫物の草丈と有効茎長　　　　　　　1953

1く1

1〈ll

K3
K4

K昌

　　1952年
－N－h．－－へ
草丈　　有効茎憂

128．O　・PMI　93．2．cni

138．3　　　103。6

140．6　　117．7

147．9　　　129．2

14・7．5　　　129．6

J，

J，

J：s

Il

J∬

1953年
！一■■四げ㌔隅剛丁剛へ

草丈　　有効茎畳　　　　　＿＿

」1

Ja

Js

J4

Jr，

8．4　76　　　68

8．9　67　　　63
8　　14・　　　58　　　　　　　55

9．3　64　　　60
9．19　　　66　　　　　62

810　　82　　74
8，15　　　73　　　　69

9．3　　78　　7S

9．19　　　80　　　　76

10，3　　　　80　　　　76

131．6：：111　　88．2em

137．1　　101．2　　　　　な島㈱こ岡同で・　IJFI　Ie　JVjもi日遜加だごし、るt：」腿巨ぎ為：㌧、。従

149．2120．8　　つて朧状獅・らみると，当量筋でVX　5月下旬哺称碑
155．5　　129．6　　　　　播？ti：採樋1Ii的の場台りでもイ∫示Uとセ；〕；湯えられない。　K3は

176．5　i68．2　　　　KI及びK3に比して開花始h）：1遡聞罎牙1ノてはいるが，播

　　　　1』“＾『tt　　種から開花に到る日i敗が！♪く，大部分のものが開花する

ig52年における輩【ll麻の開花状況を見ると1ζ1　K2鳳開花

すな滴・ll父1勤にお1ナ騨丈の齢：K・とK・電2°　［欄剛腿描耐噛る．従つて，　K、　hj，・〈，と開花

cm，　JtとJ・・とでe」：45cm　1：　，6及び，繭蝦嚥腰　につし、て獣した蹴ない睨てよい。しかし，　K庶

に離しく・そ！しぞれ鞭1と8°cm嚇醐枷；・　楠・糀始幽・、り1嘱励潤欄もまヲ、K，よ
a？Lらについてそ賄灘冨鹸肌てみ肱次（！iL）　，，1；う　腿に期閥槻姐．てい＞b、、Pで，その御鰍鮒｝。

な蘇醐かにさ綱：・・　　　　　　　」、つて臨爽に鰍な　杉響厳捌纈聞、不利鶴たら
　　　　　　。謹丈　。轡銀。。　　す場縄予継れる．K，にi：IJ’　）て晒より開花が2、me

1952年1〈・←マ轟・，K雰き1く1望く・鷺くK嚇　隔齢て、、るので採棚的戯職聡して臨きに
1953隼J・く」・く」・，　J4く」・　J・くJ・く」・」K」・　1臆て「11」隙。紡ない。

また・鮪長については・｝鷲簾の1：『1螂に鄭第10　1953・【r：の齢it；1、，照不良のゾ、，め蛸がおくれ，開花

節鵬1櫛聞帳さve1952sfl，　de㈱について謝a・繍　艦く，19S2：1・嫌1鯛㈱圏襯したものを。ついて比

果臨帳の姻である・　　　　　　　謝一ると，關花胤開花揃ともにほるか罎れている。
　　　　　第蟻黄麻の劃映部の節1｝眼1　　　　しかし両年痴ぴご5脈から6♪ヨ中旬に到る闘｝こ禰

　　　Kt　　工くa　　K3　　K4　　K5　　　　　　1ノたものV3：，その前後に欄種したものに比して開花に藩

　　4．48cm　5．34c㎜6．00cm　6．54cm　6．62cm　　　　する1ヨ数が短縮される傾陶がある。従つて灘［肪におけ

す砺属燃環れに麟K属・醗鶴灘諜謙裏職雛雑
懸輔薫鞭欝総1れ躍㌫慰無難難撫猪、

灘欝灘繍言繍臨戦鰍撫麻嚇期・一稀査
な形勲、る。とを示し購い，ti　・（“あ。。　　轍陣糊数完糊数燃鋤i数鞭留千樋

　3　開鷹期：開花状況調奄の結果ほ第5ii勲こ示す通り

である。

　　　　第5表館の禰期別開花状量兄　　　1952

年度

1952

区捌

KL
K2
K3

K4

K5

　　　開花始　　　　　　　　開花期

　　　　　　へ月日　播種赫　発芽筋月日　播種齢　発芽bE，

7曾26　　78日　　　　71F＿1　　8．　3　　　86口　　　7g日

7．26　　68　　　　62　　　8．　4　　　77　　　　71

8．　2　　　65　　　　　　60　　　　8．　5　　　　68　　　　　63　　　　　　　1953

8．　5　　　58　　　　　　54・　　　8．15　　　　68　　　　　64

8．19　　61　　　　　57　　　8．23　　　65　　　　61

Kl
Iく2

K3

K4

K5

Jr

Ja

∫3

J，，

」，，

斗0．8　　　28．0　　　12，8　　0．193　9　　3．299

2g．5　　　　23．1　　　　　6．4　　0．175　　　　3．07

30，8　　　ユ8．7　　　ユ2．1　　0．i56　　　2．84

27，8　　　　　8．6　　　　19．2　　　　　一鴨　　　　　＿

19．2　　　　1．3　　　17．9　　　　－一一　　　　　一

27，6　　　25．5　　　　2，1　　0．248　　　3．75

262　　　23　8　　　　2　4　　0　241　　　3　64

8．9　　　2。7　　　6．2　0．275　　3．30

0．6　　　0メ〕　　　0．6　　　－一　　　
一

〇，0　　　0．0　　　0．0　　　＿　　　　＿
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　しかして，蒼播種期別澄墾についてレlk次のような関係　　　　　積算温度についてkl；，発穿から開花始：，・1三でに1200‘〕c、臥

が認められ・た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上，開花始から収11期（；蛎果完熟時）嚇三でにも憾iた1200

総撒については｛K，舞，，，1＜，，K、｝タK5　　　・c湘踊から完糊i・抽1鴨れるまでに1澱｝・・切」1，

　　　　　　　　　　　　をみ
　　　　　　　　　Jb　J髭＞J3　　　　　　　　　　　　　　　　安全かつ一1轟｝な採種tL｝ご期侍するにけ：300〔｝Uc以」甑な要する

完糊i数につ・・℃は｛K。K、，　K謬K、βKr）　　ものと　勘帥る，、

　　　　　　　　　　　　をや
　　　　　　　　　工b　J2＞」3
　覇電についてhこK。賛K，，きK3」。J謬㌔L”　　　　考察
　種子千粒電で1なK【，K2竺K3」巳，」，’”S　J3　　　　　　以上の爽験陪職｝鋼｛合1て・：ll‘棚ミの採種と描種期との

すなわち，鷺脚魚、配糊肱完糊i獅多く　関係瀦禦するに・鋼凝糊に纏鰍況滉・糊折する
莇誼，種ぞF粒煎も窺い，従つて傭良な種子が衡U：に収　　と’播棚期が11Lい倣脚麟した稠子がi多蝕にSLscLli4’gsできる

髄諦ことが1購さ泌．そ1。て7脇，撫隠燃・1　カ「’・　；lh：・］tりに・1罫帥・過ぎても瀦鰍そ畷咽三稚ド魍く

…漿鶴みえず採隙不嚇巨で励。　　　　　麟励’胎鳳つて瞳礁鞭の」劉“i…に不利燃ナ
なお，1952年圏、いて1－」・1〈、1、1、Kl，、U球｛嗣iが鋤、つ　こと縞差，・当上1醐拗・浦る“糊m的の・臆棚llの

たこと朧淋細糀鴇徽幽細揖，細瀾燃　播豹鷺馴榔肺旬～6　J・」」・癖泌麟魅才1蛎こ・
早期より鵜り・しか儘くま・磯襯し’t，、、Ctとに焔蜘　t’・醗粥撒ひ欄花など釧燗1欄課からも護冊

で，黙度の斉＿な種子をうるためにほ不利である。　　　　されている。従つてわ洲珂における黄麻栽培上の播樋髄

5断の開花篠と田照時難び麟期慶との　期とされている1㈱1にも・徽し・酬ミ鯛灘｛齢欄
　　　関係嘆1撒灘の強い無簗陥物でその鮪は温　目「1勺醐翻：・やや鴨1がよいとし・われているが，」田

臆りも眼時閥によつ煉鰹滴こと漱就’1ノ　筋でけ・その蝦なく，む協賭しなし鰯がよい
かしここでV－」、　N　ff時で融く築1際に燗の1糊硫日　よう臨1沸る・また，この試㈱1果力・ら蜘勅採伽

照轍と開花との脇観ると，燃に滑ように，　囎繊醐附るセ認禰力・ら1購陶三で剛1鱗轍1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3000°c以上が必要と考諌．られ．葛。

　　第7表　黄麻の開花紬実と日照並に鎖熱温慶　　　　　　　奥にこのゴ1虻麻栽培突鹸の範囲内で欧播種期の遅れる庶

年度

1gs2

1953

区男口

1〈z

KL

K3

K4

K5

爾讐鶴日照

7i日　　　442，9H辞

62　　375．4

60　　3448

54　　320．4

57　　370．1

　　職　邸　温　if£　　　　　　　　ど，黄麻の伸長｝歌∫隷速で，節間はなかく，分枝の総ずる

舗鞄露澱鱗護懲ら　・撫・融り，かつその数轍じて澗1部鰍繍　・

1394・c1781・、3270・c　の小　糊にと2t’・“su）　，蝦｝こ対する割合が継く，従つ

1248　　1781　　312g　　　て有効茎長が長く，繊維採股闇酌の戦培から｝ll；，極め℃

1274　　1619　　2972　　　霧利な形熊を示b鋭ようになることは興喋潔い辮拠であ

1193　　1538　　2801　　　　る。しかし，これカミ爽際に黄麻の1畿培上果’して7有利かど

1312　　1206　　2600　　　うかは，繊維iの生産麺とその晶賀，栽培時期による前

＿＿＿
@　．．－tt　tt－．一、＿．一＿＿．＿　．　　＿．＿＿．＿．＿．＿．．＿＿＿～，一．一一．．　　採種ができないことがある。よr：）て顕麻のi轟樋に関する

1952年及び1953年ともに発芽力為ら關rε始までの期聞にお　　母1究の1部として，描種期と採魎との関係について・栽培

いて・副！融数が最少の場含に・開花に到る磁が蝦短　試贋娩試みた。その結細：次のようである。

である。このことは特に降水温少くしかも過乾に陥りや　　　　黄麻の発芽隙5月宋以降の播樋がよい

すい当地方でhS・，日照率の小さし・即ち晴天の少い場創こ　　草丈の伸蹴5～7肋播種でla：mev・もの｝舵融侮

黄麻の坐育がより進むことを物語つているように思われ　　　あるが，採樋旧【’r勺の栽培で｝kS月下側～6圧h旬を可と

る・しか1溌芽から6蝋以内鮒目花する驕に醐時照　1．。その後の播種では完黙表肝の了騎れなし暢合が多

数は納30Qll寺以上を必要とするもののようである。　　　　い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結契は播種期の早いes．ど安雪．であるが，皐きに過ぎて

∫、礪一巧弼11｝F補7噛1463　2969　作・後骸の関駄路鏑力・硬に多くの棚繰す
丁。63324．9　1332　1347　2751　る1聰である・

J8　S5281・3121812212498　　　　摘要
Ja　　60　　　300，7　　　　　1344・　　　　　795　　　　2222

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　信州大学繊維学部（上田市）で賦年によつでは黄麻の
Js　　62，　　302．6　　　　　1253　　　　　617　　　　1955
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も，発第盛1三育ともに不良で，種子黙度の不均…を来す　　　　1．The　germination　of　the　seeds　sown　at　and

贈蝿る・　　　　　　．　　・f・cr・h…d・fM・yi・b・’t・…ha・・h。・c一
　　採樋目的の黄麻栽培に：㌃δいで嫁当地でtj：，播樋から収　　　befo「e　these　t圭mes．

Tlt！／1・i　skでに鵬1：襯輪3000uc嫉する。　　　　　2，　The　p1・nt・sQw・1。t。，　i。・h、　p。ri。d・f，。m　M。y

以」t・（・・trとから，当地では，黄1ゆ禰を1揃とする　・・J・三y　ar・1・1・kT・r　i・hcigh・・h。。，h。、。、。w、＿1y．

勲畑二5月一陶～6・JLI上働鼎醐と考えら牙tる。　　3．　Whi1・，・h。　f玉・w・，i・9。f　p1、n，、、。w。。t　th、

　　　　　　　　　　　　　　　参考丈献　　　　　　・・d。fM・y・・d…1yi・」・new・sm・・eh・・t・n・d

（⊥）原静・撒麻類栽培新綱（195。）． @　than　the°thcrs　and　th・1・ter　fl・w・・i・）9　wats’　un－

1・）1瑚購光・手塚利，劇林イ乍物学会欄5　　fav°「able　tQ　sced・「・d・・ti…

　　　　　　　　　　　　　　　（3～4．）（1944）　　．　4・’1”he　early　sQwing，・・f…　as　E，・・w・h　i・・Q・

（・）S・NG…TA，　J．　C．・・d　SI，。，　N．　Y，・、・N、ltu，。・57，　fet？yded・　is　advisablc　and　safe　t・th・・cdd－yi・1di・・

　　　　　　　　　　　　　　N。．3994（1946）　　　　　In」“tc・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5・　It　seems　tb就thc　adClitiona！tcmpcrature　from

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summa・y　　　　　　・・wi・g　t・h・rv。，t・，，，d、。b。、t　3000・C　i。　th。、ulti－

　　We　hav。　occasi。nally　nict　with　the　failurc　c｝f　seed－　　vation　of　jute　for　secCl－－yielding．

yic王ding　至n　jute　at　Ueda，　Nagaiio　I）refecturc　in　　　　　　　From　the　above　rnentioncd　results，　it　is　concluded

丁apan・Such　being　the　case，　this　investigation　was　　　that　the　most　favorable　sow三ng　tkme　of　jutc　for

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　す
carried　out　fol’two　years（1952＿53）to　elucidate　　seed－－yieldingまs　from　the　cnd　of　May　tQ　early　June

th・re1・ti・・b・tw・蝋h・・c・d　p・。d・・ti・…d・・wi。g　i”　thi・place／・

time．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　（Laboratory　of　Crop　Science，　Faculty　of　Textile

　　The　results　obtained　werc　as　follows；　　　　　　　　　　and　Sericuture，　Shinshu　University）

一～・・r－－L－．t・－tt【・｝一一尉一岬一＿、＿一＿


